
主催：東北大学災害科学国際研究所 / 福島大学行政政策学類 共催：東北大学公共政策大学院

日タイまちづくり Joint Workshop in 福島

Workshop Schedule（仮）

概要・目的

募集要項

対象学年： 学部2年生以上・院生
募集人数： 日本側10名程度

費用

実施期間： 2026/8/30(日)～9/4(金)

大学負担： 往復交通費、宿泊費、朝食代

自己負担： 食事代（朝食を除く）、地域内移動費（数百円/日程度）
予定行程を使用しない場合の現地への交通費 など

学生へのメッセージ
必要なのは、既成の専門知識や完璧な語学力ではありません。複雑化する現代の社会課題に対峙する、あなたの探究心そのものです。人口減少と復興という
地球規模の難題に対し、日タイ3大学の知性を結集し、多角的なアプローチで解を導き出す。最前線の現場（福島浜通り）でしか得られないリアルな知見は、
大学の講義室を遥かに超えた学びに繋がります。アカデミックかつグローバルな思考を研ぎ澄ます夏へ。一歩を踏み出すあなたの挑戦を待っています。

～東北大学・福島大学 × タイの名門・チュラロンコン大学の学生と挑む浜通りの復興とまちづくりデザイン～

申込〆切
2026/6/29(月)

日程：2026/8/30(日)～9/4(金)

https://forms.gle/tzmBY2HPEQUrCtxB7

⇐申込・詳細はこちら
（Googleフォーム）

グループワークのテーマ
交流人口・関係人口の拡大

福島県浜通り地域の原子力災害被災地をフィールドに、現場の声を聴き、地域の課
題解決策をグループで立案・発表します。人口減少・高齢化という共通の課題を抱
える日本とタイの学生たちが知恵を出し合い議論することを通じて、国際的な視野
と将来のまちづくりを担う力を養いながら、復興にも貢献します。

※ 参加者は、学研災及び学研賠等の保険に必ず加入してください。

フィールドワーク(浪江・大熊等) / インプットトーク
/ グループワーク

~8月下旬 ハイブリットにて事前オリエンテーション~
8/30 (日) 仙台駅集合・移動 / アーカイブミュージアム視察
8/31 (月) 福島第一原発視察 / 富岡ワイナリー視察等

9/1 (火)
9/2 (水)
9/3 (木) 中間報告会 / グループワーク
9/4 (金) 最終発表会 / 現地解散
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